
コモソツバイ (TEL♪aJ'aa/is)2mをJTlいた｡FLJlt上

体稲子を 〆ルタルアルデ-イドとオスミック酸で固定

し,アルコール脱水の乱 臨界一郎吃炊法を用いて作魁し

た訳抑こ企茄かを行い,兜韮TE朗で紋',訳した｡

紙 Et

コモソツバイ約千の班郡は田E]状又ほど./ポ./のラケッ

トのような形をして脱両がわずかに凹で,門田はわずか

に凸である｡三frj形又は半月状の赤道郡を持つ広い前域

は在線状の暁界 (postnuclearsheathborder)によっ

て梯形の後城とへだてられている｡

男 察

コモソツパイ残部の形倭は狭見抜類精子に見られるオ

クマ･}ヤクシ状の頭部 (paddle-shapedheads)の原

型と考え られる｡広舟泣所に屈するコモソt)スザル

(Saimfrfsciul･ea)の和子B7i部がコモソツバイのW;･子

と狭舟泣柄n子の中間的な塾を示すので 忠良現fJ'i子の

形映は,いわゆるEZF<肌珪化の段階すなわちツバイ朗,

メガネザルm,キツネザルm,新世界ザル,旧世界ザル,

爪人位,ヒトという段階とともに平行的に変化している

(だんだんIgくなる)可位性が考えられる｡コモ1/ツバ

イm子とオオ〝ラ叫rL子の問iこは共通性がほとんどみら

れないのはt,リス桝がヒトへの進化からはずれているこ

とを示している｡
●

サル卵巣排卵時のラバロスコープによる観察1)

上山 泣 (刃ミ邦大 ･医)

観 察1)

哨乳動物の排卵現象の祝矧王,けっ歯式和こついては,

ブラソドーや我 の々教室において行なわれております

が,ヒトについては全く報告されておりません｡耽々

はヒトに最も近い動物であるサルについてこの現免をラ

バロスコピーにより祝祭し,映画粒形に成功しました｡

木次晩では,定率に突放を開始しましたのでその際に行

ったHMG-HCGによる排卵誘発成銃をもとにして,冬

季の9!畝においてもHMGIHCG処匿を行いました｡夏

季次晩では,ゴナドト.,ど./投与と同時に2-3日掛こ

採血し血中エストラジオールを&11足しました｡この突放

における排卵時期の予抑こは性皮の変化と躍スメア及び

現甘粘液をもとにし,,紋日に判明した血中ホルモン倍を

加えて排卵)nを判定しました｡ラバロスコti'-の手技

紘,全くヒトと同様でありますが,先般には空気を用い

ました｡HMGは,瓜初7.5llt位の-イボスL/ツシーホ

ールド皿から漸増法で計33日間｡1288叩位な授与しまし

た｡5日に1庇ラバロスコピーを行い卯炎の形腰的変化

を映画及び写苅粒形しました｡そして卵胞が充分成熟し

たとおもわれた時,HCG刺激にかえました｡

冬季の突放では,夏季に行ったモソキーチJLアへの収

容によるサルの抗神的ストt/スを考慮し個別ケージでの

飼育,ホルモソ投与期間とその量を夏季実奴の約半分に

変えた耶以外は,定率と同様に突放を行いました｡冬季

は投与ホルモンによく反応し,顕管粘液のシダ形成,蘇

糸性等が,Et不に行った時よりもよりはっきりと得られ,

また約5秒間ではあるが,排卵を映画柁形できました｡

腹腔鏡によるサルの排卵現象の観察2)

和 秀雄 (日本Itソキー七 ./クー)

〔日 的〕

ニホンザルの排卵現象を,瓜陛皇かこよって祝祭し,か

つ,8ミリ映画にそれを扱形することに上って.より完

全な記録をとることに誼点をおいた｡

〔方 法〕

ケタラールによる全身麻酔下に.収m (町田SL-C

型)によって卵鵜を統烈し,8ミ1)及びスチール写共に

よる記録をとった｡

〔結 果〕

3例の卵胞紋の流111を確認し,8ミ1)映田に記録 し

た｡

3例中1例は,瞬間的に卵胞内容が流山し卵胞ク破裂4'

の印虫をうけたが,2例においては.瞬間的な劇的な変

化はなく.卵胞荻の流山はきわめて徐々におこり,完全

に流出するには45分～1時r和を突した｡

以下に,この3例の変化を略記する｡

姉一例,三井Ⅲ-69,adultL粗塗

1974年10月19日(用糊の13日日)14時15分卵胞の発達

により卵耕 土全f如こ大きく丸い形を星していたが,やや

自膜がうすくなった部分に特にうすい部分が出現した｡

このうすい部分は以後徐々に広がり,14時22分,このう

すい部分の一部分から静かに卵胞液が流出しはじめ,約

1時間後に流山は完了した｡

_m二例,三万10,adult,経産

1974年10月22日(周期の13日日)15時頃,自膜の一部

がさけ,そこから卵胞が突出しはじめた｡以後徐々に突

出が大きくなり,19時50分破裂的な形で内容が流出し

た｡

妨三例 三方Ⅱ-21,adult,経産

1975年2月24日(周期の13日日)15時40分,自膜の一

部にサケ目が生じ,そこから卵胞が徐々に突出｡16時∽

分,静かに卵胞液の流出がはじまり,45分後堺までに,

卵胞紋の流出はほぼ終了した｡

1) これは,日本不妊学会脚 地 方部全 く節67回)に

同じ折屈で発表した｡
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2) ニホンザルの排卵現象 その2
約19回ブT)マーチス研究会 1975.3.犬山で発表
した｡


